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所
員
活
動
一
覧
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
日
〜
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
）

荒
木
　
浩

●
著
書

神
崎
宣
武
・
白
幡
洋
三
郎
・
井
上
章
一
編
『
日
本
文
化
事
典
』（
共
著
、
編
集
協
力
・
項
目
執
筆
）
丸
善
出
版
　
二
〇
一
六
年
一
月
　
七
七
〇
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
森
正
人
著
『
古
代
説
話
集
の
生
成
』」『
説
話
文
学
研
究
』
五
〇
号
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
　
一
六
九
〜
一
七
二
頁

「
特
集
　
初
夢
を
見
る
―
夢
の
解
釈
、
そ
の
歴
史
」『
て
ん
と
う
虫
』
第
六
一
五
号
、『E

xpress

』
四
八
巻
一
号
　
株
式
会
社
ア
ダ
ッ
ク
　
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
　
二
四

〜
二
七
頁

石
上
阿
希

●
著
書

『
へ
ん
て
こ
な
春
画
』
青
幻
舎
　
二
〇
一
六
年
二
月
　
一
九
二
頁

●
論
文

「
中
国
養
生
書
と
艶
本
―
『
黄
素
妙
論
』
の
受
容
を
中
心
に
―
」
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
編
『
曲
直
瀬
道
三
と
近
世
日
本
医
療
社
会
』
武
田
科
学
振
興
財
団
　

二
〇
一
五
年
一
〇
月
　
七
一
一
〜
七
三
三
頁

「
艶
本
・
春
画
の
享
受
者
た
ち
」
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
一
九
五
　
も
う
一
つ
の
日
本
文
学
史
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
一
三
二
〜
一
四
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
解
説
　
Ｑ
＆
Ａ
で
解
説
！
　
春
画
を
楽
し
む
た
め
の
基
礎
知
識
」『
美
術
手
帖
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
号

「
識
者
評
論
　
国
内
初
の
本
格
春
画
展
」
共
同
通
信
社
配
信
（
各
地
方
紙
掲
載
）　
二
〇
一
五
年
一
〇
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
注
目
株
や
っ
て
み
な
は
れ
」『
朝
日
新
聞
』（
大
阪
版
・
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
一
日
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「
解
説
　
見
か
た
を
知
れ
ば
、
女
性
も
楽
し
め
ま
す
　
話
題
沸
騰
！
　
春
画
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
」『
婦
人
公
論
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
四
日
号

「
対
談
　
な
ぜ
い
ま
春
画
が
ブ
ー
ム
な
の
か
（
細
川 

護
熙
、
浦
上 

満
と
）」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
号

「
対
談
　
春
画
の
学
際
性
を
め
ぐ
っ
て
（
橋
本 

順
光
、
矢
野 

明
子
と
）」『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
文
化
研
究
』
一
三
号
　
二
〇
一
五
年
一
一
月

「
応
も
と
め
に
お
う
じ
て
需
―
春
画
・
艶
本
の
趣
向
」『
週
刊
読
書
人
　
増
刊
号
　
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
』
第
四
号
　
二
〇
一
五
年
一
二
月

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
文
化
　『
へ
ん
て
こ
な
春
画
』
を
出
版
　
石
上
阿
希
さ
ん
」『
東
京
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
三
月
一
二
日

磯
前
順
一

●
著
書

『
죽
은 

자
들
의 

웅
성
임: 

한 

인
문
학
자
가 
생
각
하
는 3.11 

대
재
난 

이
후
의 

삶
』　
장
윤
선 

옮
김
　
글
항
아
리
（『
死
者
た
ち
の
ざ
わ
め
き 

あ
る
人
文
学
者
が
考
え
る

3.11

大
災
難
以
後
の
生
』
ソ
ウ
ル:

グ
ル
ハ
ン
ア
リ
　
張
ユ
ン
ソ
ン
）　
二
〇
一
六
年
三
月
　
三
〇
七
頁

『
근
대 

일
본
의 

종
교 

담
론
과 

계
보
‐
종
교·

국
가·
신
도
』
논
형
출
판
사
　
제
점
숙
　
옮
김
（『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
―
宗
教
・
国
家
・
神
道
』
ソ
ウ

ル
：
ノ
ン
ヒ
ョ
ン
出
版
社
　
諸
点
淑
訳
）　
二
〇
一
六
年
三
月
　
四
八
八
頁

『
他
者
論
的
転
回
　
宗
教
と
公
共
空
間
』（
川
村
覚
文
共
編
）
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
三
九
〇
頁

●
論
文

「
暗
い
時
代
に
―
石
母
田
正
『
中
世
的
世
界
の
形
成
』
と
戦
後
歴
史
学
の
起
源
―
」『
ア
リ
ー
ナ2015

』
第
一
八
号
　
中
部
大
学
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
　
一
四
一
〜

一
八
一
頁

“E
pilogue: R

eim
agining E

arly M
odern Japan̶

B
eyond the Im

agined/Invented M
odern N

ation, ” in Peter N
osco, Jam

es K
etelaar, and Yasunori K

ojim
a, 

eds. Values, Identity, and E
quality in E

ighteenth- and N
ineteenth-C

entury Japan, B
rill 2015, pp. 321–347.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
他
者
の
痛
み
、
寄
り
添
お
う
　
水
戸
出
身
の
宗
教
学
者
磯
前
順
一
氏
」『
朝
日
新
聞
』（
茨
城
版
・
朝
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
九
日

「
論
　
人
文
学
の
死
、
震
災
と
学
問
―
人
文
学
と
は
何
か
本
質
的
議
論
を
」『
中
外
日
報
』　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
三
日
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「
巡
礼
人
生
」（
連
載
　
月
一
回
掲
載
）『
朝
日
新
聞
』（
茨
城
版
・
朝
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
八
日
〜
現
在

「
戦
後
日
本
社
会
と
植
民
地
主
義
国
家
」
三
元
社
編
集
部
編
『
竹
村
民
郎
著
作
集
完
結
記
念
論
集
』
三
元
社
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
　
一
五
一
〜
一
五
五
頁

「
虚
空
を
映
し
出
す
大
き
な
瞳
―
一
九
七
〇
年
代
の
沢
田
研
二
論
」『
日
文
研
』
五
六
号
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
一
一
〜
一
八
頁

伊
東
貴
之

●
著
書

『「
心
身
／
身
心
」
と
環
境
の
哲
学
―
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
思
想
を
媒
介
に
考
え
る
―
』（
編
著
）
汲
古
書
院
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
八
一
八
頁

『
思
想
史
か
ら
東
ア
ジ
ア
を
考
え
る
』（
辻
本
雅
史
・
徐
興
慶
編
、
共
著
）
日
本
學
研
究
叢
書
21
　
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
三
三
〇
頁

●
論
文

「『
心
』
と
『
身
体
』、『
人
間
の
本
性
』
に
関
す
る
試
論

―
新
儒
教
に
お
け
る
哲
学
的
概
念
の
再
検
討
を
通
じ
て
」『「
心
身
／
身
心
」
と
環
境
の
哲
学

―
東
ア
ジ
ア
の

伝
統
思
想
を
媒
介
に
考
え
る
』
汲
古
書
院
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
三
二
七
〜
三
五
二
頁

「
東
ア
ジ
ア
の
『
近
世
』
か
ら
中
国
の
『
近
代
』
へ
―
比
較
史
と
文
化
交
流
史
／
交
渉
史
の
視
点
に
よ
る
一
考
察
―
」（
辻
本
雅
史
、
徐
興
慶
編
、
共
著
）『
思
想
史
か
ら

東
ア
ジ
ア
を
考
え
る
』
日
本
学
研
究
叢
書
21
　
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
一
三
〜
五
九
頁

“Textual criticism
 and exegesis in E

ast A
sia and the W

est: A
 com

parative study, ”  2. “T
he reassessm

ent of the Q
ing scholarship and the B

akum
atsu 

em
piricism

” E
iji Takem

ura, Takayuki Ito, H
iroyuki E

to

『
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
研
究
』
第
14
号
　
国
士
舘
大
学
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
会
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
一
一
一

〜
一
二
六
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
台
湾
発
、『
文
学
』
の
贈
り
物

―
欧
米
の
中
国
学
の
翻
訳
・
紹
介
も
進
む
」『
図
書
新
聞
』
第
三
二
三
五
号
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
九
日

「
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
気
骨
と
火
花

―
『
竹
村
民
郎
著
作
集
』
の
公
刊
に
寄
せ
て
」
三
元
社
編
集
部
編
『
竹
村
民
郎
著
作
集
完
結
記
念
論
集
』
三
元
社
　
二
〇
一
五
年

一
二
月
　
一
七
八
〜
一
八
二
頁

「
は
じ
め
に

―
日
文
研
・
共
同
研
究
会
と
本
論
集
の
趣
旨

―
」
ⅰ
〜
ⅳ
、「
附
録
：
読
者
の
た
め
の
参
考
文
献
一
覧
」
五
〜
二
八
頁
　「
あ
と
が
き
（
共
同
研
究
会
の
開
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催
記
録
一
覧
を
含
む
）」
七
五
五
〜
七
七
一
頁
　『「
心
身
／
身
心
」
と
環
境
の
哲
学

―
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
思
想
を
媒
介
に
考
え
る
』
汲
古
書
院
　
二
〇
一
六
年
三
月

稲
賀
繁
美

●
著
書

『
接
触
造
形
論

―
触
れ
あ
う
魂
、
紡
が
れ
る
形
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
一
六
年
二
月
二
九
日
　
四
八
四
頁

●
論
文

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
功
罪

―
海
賊
史
観
、
帝
国
史
観
、
輪
廻
転
生
史
観
に
む
け
て
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
三
二
号
（
特
集
：
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の

方
法
論
と
日
本
美
術
史
研
究
―
一
国
主
義
と
受
容
研
究
を
越
え
て
）　
二
〇
一
五
年
一
一
月
三
〇
日
　
二
九
〜
三
四
頁

“B
etw

een R
evolutionary and O

riental Sage: Paul C
ézanne in Japan, ” 

Ja
p
a
n

 
R

e
v
ie

w
 N

o. 28, International R
esearch C

enter for Japanese Studies, 2015, 

pp. 133–172.

“A
 ‘P

irates ’ V
iew

’ of A
rt H

istory, ” R
e
v
ie

w
 o

f Ja
p
a
n

e
s
e
 C

u
ltu

r
e
 a

n
d
 S

o
c
ie

ty, vol. X
X

V
I, Josai U

niversity, D
ecem

ber 2014 (sic: 2016), pp. 65–79.

「
世
界
制
覇
の
夢
と
離
散
状
況
と
『
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ー
ト
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
ア
ー
ト
』
よ
り
（
前
）」『
あ
い
だ
』
二
二
二
号

（
連
載
一
一
一
）　
二
〇
一
六
年
一
月
二
〇
日
　
二
四
〜
二
九
頁
、「（
後
）」『
あ
い
だ
』
二
二
三
号
（
連
載
一
一
二
）　
二
〇
一
六
年
二
月
二
〇
日
　
三
七
〜
四
四
頁

「
移
ろ
い
ゆ
く
形
、
う
け
つ
が
れ
る
生
命
：
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
を
迎
え
て
」『
霊
性
と
東
西
文
明

―
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
　「
ル
ー
ツ
と
ル
ー
ツ
」
対
話
』
勉
誠
出
版
　

二
〇
一
六
年
三
月
　
三
三
、一
二
一
〜
一
四
二
、一
六
二
、三
八
二
頁

「
日
本
趣
味
か
ら
中
世
趣
味
へ
：
東
洋
美
学
の
形
成
と
近
代
都
市
文
化
の
危
機
意
識
」『
都
市
の
近
代
化
と
現
代
文
化
：
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
本
の
対
話
か
ら
』
ア
ン
ド
レ
ア
・

ユ
リ
・
フ
ロ
レ
ス
・
ウ
ル
シ
マ
、
ハ
ケ
ル
・
ア
ビ
サ
ッ
マ
ラ
、
ム
リ
ロ
・
ジ
ャ
ル
デ
リ
ノ
・
ダ
コ
ス
タ
編
　C

IA
S D

iscussion Paper N
o. 61

　
京
都
大
学
地
域
研
究

統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
二
九
〜
三
五
頁

「
日
本
美
術
に
お
け
る
猿
　
申
年
も
立
春
を
迎
え
る
こ
ろ
に
」『
あ
い
だ
』
二
二
四
号
（
連
載
一
一
三
）　
二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日
　
二
六
〜
三
一
頁

「
全
球
的
な
知
覚
か
ら
近
代
性
を
問
い
直
す
：
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
を
振
り
返
っ
て
再
定
義
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
尺
度
モ
デ
ル
を
修
正
す
る
」「
第
２
日
：

登
壇
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」『
美
術
館
は
い
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
な
れ
る
の
か
？
　H

ow
 G

lobal C
an M

useum
s B

e?

』C
iM

A
M

（
国
際
美
術
館
会
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議
）
二
〇
一
五
年
次
総
会
東
京
大
会
実
行
委
員
会
（
事
務
局
：
森
美
術
館
）　
二
〇
一
六
年
三
月
二
五
日
　
九
〇
〜
一
〇
七
頁
、
一
四
五
〜
一
六
六
頁

「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
琳
派
：
装
飾
再
考
『
う
つ
り
』
と
『
う
つ
し
』
の
観
点
か
ら

―
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
、
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
、
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ

ネ
の
周
辺
―
」
石
毛
弓
・
柏
木
隆
雄
・
小
林
宣
之
編
『
大
手
前
大
学
比
較
文
化
研
究
叢
書
12
：
江
戸
文
化
が
甦
る

―
ト
ロ
ン
コ
ワ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
読
み
解
く

琳
派
か
ら
溝
口
健
二
ま
で
』《Japonism

e et É
cole R

im
pa: autour de L

ouis G
onse, T

héodore D
uret, N

inagaw
a N

oritane, S. B
ing, R

oger M
arx et C

laude 

M
onet

》É
d
o
 
r
e
tr

o
u

v
é
e
 
: 

L
a
 
c
o
lle

c
tio

n
 
T

r
o
n

q
u

o
is

, 
m

ir
o
ir

 
d
e
s
 
a
r
ts

 
d
u

 
Ja

p
o
n

, 
d
e
 
R

in
p
a
 
à
 
M

iz
o
g
u

c
h
i

　
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
　
一
二
三
〜

一
五
三
頁
、
三
一
一
〜
三
三
一
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
ビ
ー
ヴ
ァ
ー
の
ダ
ム

―
『
境
界
を
越
え
た
知
識
伝
播
』
を
め
ぐ
る
統
合
的
接
近
法
　
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
会
議
か
ら
（
１
）」『
図
書
新
聞
』
三
二
二
八
号
（
連
載

一
五
五
）　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
一
日

「『
談
合
』
と
『
根
回
し
』
の
復
権

―
知
の
技
法
に
お
け
る
ニ
ッ
チ
と
、
異
文
化
伝
達
に
お
け
る
暗
黙
の
次
元
・
再
考
　
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
会
議
か
ら
（
２
）」『
図
書

新
聞
』
三
二
二
九
号
（
連
載
一
五
六
）　
二
〇
一
五
年
一
一
月
七
日

「『
器
と
中
身
』
モ
デ
ル
か
ら
布
状
組
織
に
よ
る
転
写
モ
デ
ル
へ

―
知
識
の
移
転
を
め
ぐ
る
異
分
野
交
流
の
実
験
よ
り

―
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
の
会
議
か
ら
（
３
）」『
図

書
新
聞
』
三
二
三
〇
号
（
連
載
一
五
七
）　
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
四
日

「
交
易
港
・
大
連
の
一
九
二
五
年

―
『
一
九
二
五
年
中
国
東
北
部
で
開
催
さ
れ
た
大
連
勧
業
博
覧
会
の
歴
史
的
考
察
：
視
聴
化
さ
れ
た
満
蒙
』（2008

）」
三
元
社
編
集

部
編
『
竹
村
民
郎
著
作
集
完
結
記
念
論
集
』
三
元
社
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
　
四
一
〜
四
四
頁

「
終
章

―
対
話
・
等
価
性
・
虚
無
の
天
空
」
末
木
文
美
士
編
『
比
較
思
想
か
ら
見
た
日
本
仏
教
』
山
喜
房
佛
書
林
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
八
日
　
五
三
九
〜
五
四
七
頁

「Spirituality 

霊
性
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

―
東
西
宗
教
対
話
の
概
念
史
的
基
礎
づ
け
の
た
め
に
」『
図
書
新
聞
』
三
二
三
九
号
（
連
載
一
五
八
）　
二
〇
一
六
年
一
月

二
三
日

「
紅
茶
と
緑
茶
の
争
い
の
さ
な
か
に

―
岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』
再
考
・
蛇
足
」『
図
書
新
聞
』
三
二
四
三
号
（
連
載
一
五
九
）　
二
〇
一
六
年
二
月
二
〇
日

「
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
の
《
春
》
：
神
は
細
部
に
宿
る

―
矢
代
幸
雄
の
部
分
拡
大
写
真
の
起
源
と
伝
播
」『
図
書
新
聞
』
三
二
四
四
号
（
連
載
一
六
〇
）　
二
〇
一
六
年

二
月
二
七
日



88

「
武
良
家
の
人
々
に
ま
つ
わ
る
私
的
回
想

―
死
後
の
世
界
と
揺
蕩
う
魂
」『
図
書
新
聞
』
三
二
四
六
号
（
連
載
一
六
一
）　
二
〇
一
六
年
三
月
一
二
日

「
制
度
の
綻
び
目
・
通
説
の
自
堕
落
を
追
撃
す
る
『
海
賊
史
観
』

―
竹
村
民
郎
著
作
集
完
結
記
念
論
文
集
刊
行
に
よ
せ
て
」『
図
書
新
聞
』
三
二
四
七
号
（
連
載

一
六
二
）　
二
〇
一
六
年
三
月
一
九
日

「
マ
エ
ス
ト
ロ
の
光
芒

―
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の
思
い
出
」『
図
書
新
聞
』
三
二
四
八
号
（
連
載
一
六
三
）　
二
〇
一
六
年
三
月
二
六
日

井
上
　
章
一

●
著
書

『
愛
の
空
間

―
男
と
女
は
ど
こ
で
結
ば
れ
て
き
た
の
か
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
　
三
五
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
私
だ
け
の
紅
葉
名
所
」『
サ
ラ
イ
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
号

「
書
評
　
大
江
千
里
著
『
９
番
目
の
音
を
探
し
て

―
47
歳
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ジ
ャ
ズ
留
学
』（
再
録
）」『
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
二
〇
一
五
年
一
〇

月
「
書
評
　
高
野
秀
行
・
清
水
克
行
著
『
世
界
の
辺
境
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
室
町
時
代
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
日

「
座
談
　
文
化
の
力
（
永
田
紅
ら
と
）」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
七
日

“K
yoto e K

am
akura̶

a narrativa de duas cidades na história do Japão, ” M
o
d
e
r
n

iz
a
ç
ã
o
 u

r
b
a
n

a
 e

 c
u

ltu
r
a
 c

o
n

te
m

p
o
r
â
n

e
a
 : d

iá
lo

g
o
s
 B

r
a
s
il – Ja

p
ã
o, A

ndrea 

Yuri, F
lores U

rushim
a, R

aquel A
bi-Sâm

ara, M
urilo Jardelino da C

osta organização, Terracota, O
ctober 2015

「
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
が
女
看
守
と
よ
ば
れ
た
こ
ろ

―
博
覧
会
場
に
お
け
る
女
性
接
遇
員
の
成
立
と
展
開

―
」
佐
野
真
由
子
編
『
万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史
』　
思
文
閣

出
版
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
七
日

「
書
評
　
中
山
康
樹
著
『
ウ
ィ
ン
ト
ン
・
マ
ル
サ
リ
ス
は
本
当
に
ジ
ャ
ズ
を
殺
し
た
の
か
？
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
二
日

「
す
ま
い
と
日
本
人
」『
週
刊
現
代
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
一
日

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
ホ
ス
テ
ス
（
？
）
さ
ん
」『
ブ
ラ
ジ
ル
特
報
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
号
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「
掲
示
板
　
ピ
ア
ノ
と
講
演
の
ご
用
命
を
」『
週
刊
新
潮
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
五
日
号

「
試
験
問
題
　
ゆ
た
か
な
番
組
を
さ
さ
え
る
も
の
（
平
成
二
七
年
度
日
本
留
学
試
験
第
二
回
）」　
二
〇
一
五
年
一
一
月
八
日
実
施

「
書
評
　
金
沢
百
枝
著
『
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
革
命
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
二
日

「
座
談
　
ま
ち
の
か
た
ち
（
砂
原
庸
介
ら
と
）」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
五
日

「
書
評
　
中
村
美
知
夫
著
『「
サ
ル
学
」
の
系
譜
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
七
日
、
一
二
月
四
日
号

「
対
談
　
日
本
人
の
忘
れ
も
の
知
恵
会
議
（
通
崎
睦
美
と
）」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
九
日

「
書
評
　
関
雄
二
著
『
古
代
文
明
ア
ン
デ
ス
と
西
ア
ジ
ア
神
殿
と
権
力
の
生
成
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
二
月
三
日

「
書
評
　
貞
包
英
之
著
『
消
費
は
誘
惑
す
る
　
遊
郭
・
白
米
・
変
化
朝
顔
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
四
日

「『
国
民
の
た
め
の
歴
史
学
』
を
考
え
る

―
竹
村
民
郎
著
作
集
か
ら
」
三
元
社
編
集
部
編
『
竹
村
民
郎
著
作
集
完
結
記
念
論
集
』
三
元
社
　
二
〇
一
五
年
一
二
月

「
回
顧
二
〇
一
五
　
私
の
三
冊
」『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
七
日

「
春
画
へ
の
接
近
を
は
ば
む
も
の
」『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
一
六
年
一
月
臨
時
増
刊
号

「『
怪
し
い
も
の
た
ち
の
中
世
』
を
読
む
」『
本
の
旅
人
』
二
〇
一
六
年
一
月
号

「『
村
の
掟
』
を
の
り
こ
え
る
圧
倒
的
な
自
由
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
六
年
一
月
八
日

「
解
説
　
や
や
ゆ
が
ん
だ
一
文
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。」　
東
海
林
さ
だ
お
『
さ
ら
ば
東
京
タ
ワ
ー
』
文
春
文
庫
　
二
〇
一
六
年
一
月
一
〇
日

「
時
代
の
流
れ
、
社
会
の
動
き
を
文
学
の
形
で
捉
え
る
」『
遼
』
五
八
号
　
二
〇
一
六
年
一
月
二
〇
日

「
書
評
　
ア
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
ン
デ
レ
ン
、
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ヴ
ォ
ル
カ
ー
ル
ト
編
著
『
誰
が
ネ
ロ
と
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
を
殺
す
の
か
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　

二
〇
一
六
年
一
月
二
一
日

「
対
談
　
歴
史
対
談
、
東
と
西

―
や
は
り
、
日
本
に
古
代
は
な
か
っ
た
（
保
立
道
久
と
）」『
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
』vol. 08

　
二
〇
一
六
年
一
月
二
二
日

「
縮
む
ま
ち
を
恐
れ
る
な
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
六
年
一
月
三
一
日

「
寺
に
寝
泊
ま
り
し
た
人
々
」『
建
築
と
社
会
』
二
〇
一
六
年
二
月
号

「
た
だ
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
で
は
な
い
日
本
の
美
点
」『
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
』
二
〇
一
六
年
二
月
号
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「
試
験
問
題
　
京
都
ぎ
ら
い
（
平
成
二
八
年
度
就
実
短
期
大
学
入
学
試
験
）」　
二
〇
一
六
年
二
月
一
日
実
施

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
観
光
客
増
も
一
長
一
短
」『
京
都
新
聞
』（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
二
月
二
日

「
書
評
　
ジ
ラ
ル
デ
ッ
リ
青
木
美
由
紀
著
『
明
治
の
建
築
家
・
伊
東
忠
太
　
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
ゆ
く
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
六
年
二
月
五
日
号

「
書
評
　
中
川
右
介
著
『
オ
リ
ン
ピ
ア
と
嘆
き
の
天
使
　
ヒ
ト
ラ
ー
と
映
画
女
優
た
ち
』」『
週
刊
現
代
』
二
〇
一
六
年
二
月
六
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
洛
中
人
の
熾
烈
な
『
い
け
ず
』
古
都
千
年
で
積
も
っ
た
毒
を
書
く
」『
ア
エ
ラ
』
二
〇
一
六
年
二
月
一
五
日
号

「
い
わ
ゆ
る
『
チ
ラ
リ
ズ
ム
』
に
つ
い
て
」『Fashion Talks...

』
二
号
　
二
〇
一
六
年
二
月
一
五
日

「
書
評
　
松
木
武
彦
著
『
美
の
考
古
学
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
二
月
一
八
日

「
京
都
人
の
あ
し
ら
い
ぶ
り
」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
六
年
三
月
特
別
号

「
洛
中
洛
外
愛
憎
の
図
」『
望
星
』
二
〇
一
六
年
三
月
号

「
大
阪
の
人
な
の
に

―
私
は
『
こ
の
国
の
か
た
ち
』
を
こ
う
読
ん
だ
」『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
六
年
三
月
特
別
増
刊
号

「
対
談
　
俳
句
と
官
能
（
井
上
曜
子
と
）」『
季
刊
船
団
』
第
一
〇
八
号
　
二
〇
一
六
年
三
月
一
日

「
特
集
　
二
〇
一
六
新
書
大
賞
　
大
賞
受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
京
都
ぎ
ら
い
』」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
六
年
三
月
号

「
目
利
き
二
八
人
が
選
ぶ
二
〇
一
五
年
私
の
オ
ス
ス
メ
新
書
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
六
年
三
月
号

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
ほ
ん
と
う
に
『
京
都
ぎ
ら
い
』
な
ん
で
す
か
？
」『
月
刊
京
都
』
二
〇
一
六
年
三
月
号

「
書
評
　
乃
至
政
彦
著
『
戦
国
の
陣
形
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
三
月
一
〇
日

「
関
西
の
館
」
①
、
②
　
御
厨
貴
編
『
権
力
の
館
を
考
え
る
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
　
二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
平
均
的
大
阪
人
論
に
モ
ノ
申
す
」『
産
経
新
聞
』　
二
〇
一
六
年
三
月
三
〇
日

「
伊
東
忠
太
の
妖
怪
世
界
」『
怪
』　
二
〇
一
六
年
三
月
三
〇
日

「
書
評
　
小
川
隆
夫
著
『
ジ
ャ
ズ
メ
ン
、
ジ
ャ
ズ
を
聴
く
』」『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日

「
試
験
問
題
　
つ
く
ら
れ
た
桂
離
宮
神
話
（
二
〇
一
六
年
度
花
園
大
学
入
学
試
験
）」　
二
〇
一
六
年
実
施
日
不
明
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牛
村
　
圭

●
論
文

「
書
く
よ
う
に
話
す
に
如
く
は
な
し
」　『
琅
』
二
九
号
　
二
〇
一
五
年
十
月
　
八
〜
二
一
頁

榎
本
　
渉

●
論
文

「
中
世
東
シ
ナ
海
海
域
に
お
け
る
国
際
商
人
」『
学
際
』
第
一
号
　
二
〇
一
六
年
一
月
　
三
〜
一
三
頁

大
塚
英
志

●
著
書

『U
N

LU
C

K
Y

 YO
U

N
G

 M
E

N
 1

』（
仏
語
翻
訳
版
）（
藤
原
カ
ム
イ
と
共
著
）K

i-oon

　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
　
三
六
二
頁

『〝
御
宅
族
〞
的
精
神
史
　1980

年
代
論
』
北
京
大
學
出
版
社
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
　
三
四
五
頁

『M
ISH

IM
A

 B
O

Y
S

』（
仏
語
翻
訳
版
）（
西
川
聖
蘭
と
共
著
）A

K
ATA

　
二
〇
一
六
年
一
月
　
二
四
〇
頁

『「
お
た
く
」
の
精
神
史
　
一
九
八
〇
年
代
論
』
星
海
社
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
四
九
一
頁

『U
N

LU
C

K
Y

 YO
U

N
G

 M
E

N
 2

』（
仏
語
翻
訳
版
）（
藤
原
カ
ム
イ
と
共
著
）K

i-oon

　
二
〇
一
六
年
三
月
　
三
八
六
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
現
代
の
こ
と
ば
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
九
日

「
恋
す
る
民
俗
学
者
」（
中
島
千
晴
と
共
著
）『C

om
icW

alker

』
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月

「
ク
ウ
デ
タ
ア
２
」（
西
川
聖
蘭
と
共
著
）『C

om
icW

alker

・
大
塚
英
志
漫
画
』
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月

「
解
題
」『
ジ
ブ
リ
の
教
科
書
一
一
　
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
な
り
の
山
田
く
ん
』
文
藝
春
秋
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
　
一
九
七
〜
二
一
五
頁

「
対
談
　
文
学
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
　
商
業
主
義
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」（
大
澤
聡
と
）『at
プ
ラ
ス
26
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
　
太
田
出
版
　
五
二
〜
七
二
頁
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「
多
重
人
格
探
偵
サ
イ
コ
」（
田
島
昭
宇
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
号
〜
二
〇
一
六
年
二
月
号
　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
黒
鷺
死
体
宅
配
便
」（
山
崎
峰
水
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
号
〜
二
〇
一
六
年
二
月
号
　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
ま
ん
が
で
わ
か
る 
ま
ん
が
の
歴
史
」（
ひ
ら
り
ん
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
号
〜
二
〇
一
六
年
三
月
号
　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
書
評
『
週
刊
ポ
ス
ト
九
月
二
五
日
・
一
〇
月
二
日
号
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
小
学
館
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
六
日
号

「
現
代
の
こ
と
ば
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
〇
日

「
ぼ
く
と
ぬ
え
ち
ゃ
ん
の
百
一
鬼
夜
行
」（
樹
生
ナ
ト
と
共
著
）『
少
年
エ
ー
ス
』
二
〇
一
五
年
一
二
月
号
〜
二
〇
一
六
年
三
月
号
　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
書
評
　E

IJI O
T

SU
K

A

×SE
IR

A
 N

ISH
IK

A
W

A

『M
ISH

IM
A

 B
O

Y
S

』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
小
学
館
　
二
〇
一
六
年
一
月
八
日
号

「
機
能
性
文
学
論
　
更
新
後
の
文
学
」『at
プ
ラ
ス
27
』
太
田
出
版
　
二
〇
一
六
年
二
月
　
九
六
〜
一
一
九
頁

「
書
評
　
村
上
春
樹
著
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼
の
年
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
小
学
館
　
二
〇
一
六
年
二
月
五
日
号

「
現
代
の
こ
と
ば
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
六
年
二
月
一
〇
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　『
憲
法
』
を
生
き
直
す
最
後
の
機
会
」『
早
稲
田
文
学
』
二
〇
一
六
年
春
号
　
筑
摩
書
房
　
二
〇
一
六
年
二
月
　
一
四
一
〜
一
四
九
頁

「
ア
ラ
イ
ア
ズ
キ
、
今
宵
も
小
豆
を
洗
う
。」（
山
崎
峰
水
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』
二
〇
一
六
年
三
月
号
　
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

「
書
評
　
香
山
リ
カ
著
『
リ
ベ
ラ
ル
で
す
が
、
何
か
？
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
小
学
館
　
二
〇
一
六
年
三
月
一
八
日
号

郭
　
南
燕

●
著
書

『
志
賀
直
哉
で
「
世
界
文
学
」
を
読
み
解
く
』
作
品
社
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
二
四
六
頁

楠
　
綾
子

●
論
文

「
国
際
交
流
基
金
の
設
立

―
日
米
関
係
の
危
機
と
日
本
外
交
の
意
識
変
容
」
福
永
文
夫
編
『
第
二
の
「
戦
後
」
の
形
成
過
程

―
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
政
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治
的
・
外
交
的
再
編
』
有
斐
閣
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
　
八
九
〜
一
一
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
項
目
執
筆
　
大
東
亜
会
議
（
一
九
四
三
年
）、
終
戦
工
作
（
一
九
四
五
年
）、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
降
伏
条
約
調
印
（
一
九
四
五
年
）、
占
領
下
の
外
務
省
と
平
和
条
約

研
究
（
一
九
四
五
〜
五
一
年
）、
朝
鮮
戦
争
と
日
本
の
再
軍
備
（
一
九
五
〇
年
）」
簑
原
俊
洋
、
奈
良
岡
聰
智
編
著
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
近
代
日
本
外
交
史

―
黒
船
来
港

か
ら
占
領
期
ま
で
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
六
年
一
月

「
項
目
執
筆
　
安
保
改
定
、
カ
イ
ロ
宣
言
、
再
軍
備
（
日
本
）、
事
前
協
議
制
度
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障
体
制
、
ヤ
ル
タ
会
談
」
吉
川
元
責
任

編
集
『
平
和
と
安
全
保
障
を
考
え
る
事
典
』
法
律
文
化
社
　
二
〇
一
六
年
三
月

「
項
目
執
筆
　
村
山
談
話
、
河
野
談
話
、
邦
人
テ
ロ
殺
害
事
件
、
開
発
協
力
大
綱
」『
イ
ミ
ダ
ス
』「
外
交
」
二
〇
一
六
年
版

倉
本
一
宏

●
著
書

『
現
代
語
訳 

小
右
記
１ 

三
代
の
蔵
人
頭
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
　
三
六
八
頁

『
蘇
我
氏
―
古
代
豪
族
の
興
亡
』
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
五
年
十
二
月
　
二
七
二
頁

『
大
学
の
日
本
史
　
１
．
古
代
』（
共
著
）（「
列
島
の
形
成
か
ら
弥
生
社
会
へ
」「
倭
王
権
の
成
立
」「
東
ア
ジ
ア
と
倭
国
」「
大
王
と
地
方
豪
族
」「
飛
鳥
の
王
権
」）
山
川

出
版
社
　
二
〇
一
六
年
二
月
　
一
六
〜
九
二
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
珠
玉
の
こ
と
ば
」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
深
夜
便 

日
記
手
帳2016

』
二
〇
一
五
年
一
〇
月

「
著
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」『
ス
ミ
セ
イ 

ベ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
号
　
一
八
〜
二
〇
頁

「
思
文
閣
出
版
思
い
出
の
一
冊
『
陽
明
叢
書
　
記
録
文
書
篇
　
御
堂
関
白
記
』『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』」『
鴨
東
通
信
』
一
〇
〇
号
　
二
〇
一
五
年
十
二
月
　

二
四
、
三
〇
頁

「
私
の
モ
チ
ー
フ 

中
公
新
書 

倉
本
一
宏
『
蘇
我
氏
』」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
号
　
二
頁
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「
蘇
我
氏
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
―
そ
の
実
像
と
興
亡
を
探
る
」『
や
ま
と
み
ち
』
第
二
四
四
号
　
二
〇
一
六
年
一
月
　
九
頁

「
項
目
執
筆
　
記
録
文
化
財
、
名
刹
・
名
家
・
名
跡
、
日
記
」『
日
本
文
化
事
典
』
丸
善
出
版
　
二
九
六
〜
二
九
七
、三
〇
二
〜
三
〇
三
、三
六
八
〜
三
六
九
頁
　
二
〇
一
六

年
一
月

小
松
和
彦

●
著
書

『
日
本
の
妖
怪
カ
ー
ド
』（
藍
伽
著
、
飯
倉
義
之
と
共
同
監
修
）
ヴ
ィ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
一
日
　
全
四
〇
枚
　
解
説
書
一
〇
二
頁

『
妖
怪
マ
ン
ガ
で
楽
し
い
古
典
』
全
五
巻
（
監
修
）
学
研
プ
ラ
ス
　
二
〇
一
六
年
二
月
二
三
日
　
各
八
〇
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
巻
頭
寄
稿
　
世
界
に
誇
る
日
本
の
妖
怪
文
化
」『
季
刊
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
』
七
五
号
　
株
式
会
社
ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
五
日

「
二
〇
一
五
年
度
春
季
公
開
講
演
会
講
演
録
　
見
え
な
い
『
も
の
』
を
描
く
―
妖
怪
画
の
起
源
―
」『
大
谷
學
報
』
第
九
五
巻
第
一
号
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日

「
日
本
の
妖
怪
文
化
―
そ
の
特
徴
と
魅
力
―
」『
學
士
會
会
報
』
第
九
一
五
号
　
一
般
社
団
法
人
学
士
会
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
日

「
見
え
な
い
『
も
の
の
け
』
を
描
く
―
鬼
・
妖
怪
・
幽
霊
を
め
ぐ
っ
て
―
」
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
編
『
仏
教
の
知
恵
　
禅
の
世
界
』
大
法
輪
閣
　
二
〇
一
五
年
一
一

月
一
九
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　『
文
系
』
役
に
立
つ
？
　
時
間
か
け
新
見
地
示
す
」『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
五
日

「
水
木
し
げ
る
さ
ん
を
悼
む
　
現
代
の
妖
怪
文
化
の
先
導
者
」『
日
本
経
済
新
聞
』（
朝
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
日

「
血
を
吸
い
脂
を
抜
く
妖
怪
―
ア
ン
デ
ス
の
ピ
シ
ュ
タ
コ
と
日
本
の
鬼
」『N

A
C

T
 

R
eview

国
立
新
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
　
国
立
新
美
術
館
　
二
〇
一
五
年
一
二

月
一
五
日

「
水
木
し
げ
る
さ
ん
を
悼
む
〈
３
〉　
妖
怪
画
二
つ
の
源
泉
　〈
小
松
和
彦
〉」『
山
陰
中
央
新
報
』　
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
四
日

「
妖
怪
は
歴
史
、
文
学
、
美
術
、
芸
能
を
横
断
　
日
本
文
化
の
特
質
『
カ
ワ
イ
イ
』
を
表
現
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
六
年
一
月
一
日

「
言
葉
の
遠
近
法
　
日
本
文
化
の
『
媒
介
者
』」『
公
明
新
聞
』　
二
〇
一
六
年
一
月
二
七
日
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「
追
悼
水
木
し
げ
る
さ
ん
　
豊
か
な
妖
怪
文
化
蘇
ら
せ
た
」『
西
日
本
新
聞
』　
二
〇
一
六
年
一
月
二
七
日

「
言
葉
の
遠
近
法
　
水
木
し
げ
る
フ
ァ
ン
の
心
境
」『
公
明
新
聞
』　
二
〇
一
六
年
二
月
二
四
日

「
妖
怪
か
ら
怪
獣
、
そ
し
て
ゴ
ジ
ラ
へ
」
天
理
大
学
考
古
学
・
民
俗
学
研
究
室
編
『
天
理
大
学
考
古
学
・
民
俗
学
シ
リ
ー
ズ
２
　
モ
ノ
と
図
像
か
ら
探
る
妖
怪
・
怪
獣
の

誕
生
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
六
年
三
月
二
〇
日

「
言
葉
の
遠
近
法
　
修
二
会
と
鬼
追
い
」『
公
明
新
聞
』　
二
〇
一
六
年
三
月
二
三
日

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス

●
論
文

「
江
戸
期
に
お
け
る
物
心
二
元
論
の
流
入
と
蘭
学
者
の
心
身
観
」
伊
東
貴
之
編
『「
心
身
／
身
心
」
と
環
境
の
哲
学
―
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
思
想
を
媒
介
に
考
え
る
』
汲
古
書
院
　

二
〇
一
六
年
三
月
　
三
六
九
〜
三
八
四
頁

佐
野
真
由
子

●
著
書

『
万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史
』（
編
著
）
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
　
七
五
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

“B
ook R

eview
: C

o
m

m
e
r
c
e
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u
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p
a
n
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r
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h
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x
h
ib

itio
n

: C
e
n

te
n

a
r
y
 P

e
r
s
p
e
c
tiv

e
s, E

dited by A
yako H

otta-L
ister and Ian N

ish, ” Ja
p
a
n

 

R
e
v
ie

w
, N

o. 28, D
ecem

ber 2015, pp. 261–262.

「
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
か
ら
見
る
幕
末
明
治
」『
日
本
歴
史
』
第
八
一
一
号
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
　
一
九
〜
二
一
頁

「
文
化
と
文
化
の
出
会
う
と
こ
ろ
で
」『
京
都
華
頂
大
学 

華
頂
短
期
大
学 

学
報
』
通
巻
第
二
〇
号
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
五
〜
二
〇
頁
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瀧
井
一
博

●
論
文

「
博
覧
と
衆
智
―
渡
辺
洪
基
と
萬
年
会
の
目
指
し
た
も
の
―
」
佐
野
真
由
子
編
『
万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
　
四
〇
七
〜

四
二
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
一
三
）
政
治
的
『
敵
』
概
念
の
逆
説
（
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
著
、
田
中
浩
・
原
田
武
雄
訳
『
政
治
的
な
も
の
の
概
念
』
未
来
社
　

一
九
七
〇
年
）」『
究
』
第
五
六
号
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
号
　
四
四
〜
四
五
頁

「『
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
』
を
読
ん
で
」
三
元
社
編
集
部
編
『
竹
村
民
郎
著
作
集
完
結
記
念
論
集
』
三
元
社
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
　
一
三
九
〜
一
四
一
頁

“B
ook R
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r
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e
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P
ress, 2014. ” S

o
c
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l S
c
ie

n
c
e
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p
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 Jo
u

r
n

a
l, 19(1), 2016, pp. 99–101

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
一
四
）
文
明
と
い
う
敵
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
著
、
鈴
木
主
税
訳
『
文
明
の
衝
突
』
集
英
社
　
一
九
九
八
年
）」『
究
』
第
五
九
号
　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
六
年
二
月
号
　
四
四
〜
四
五
頁

坪
井
秀
人

●
著
書

（
編
・
共
著
）W

o
r
t-B

ild
-A

s
s
im

ila
tio

n
e
n

: 
Ja

p
a
n

 
u

n
d
 
d
ie

 
M

o
d
e
r
n

e, B
erlin: G

ebr. M
ann Verlag, Sim

one M
üller, Itō Tōru, R

obin R
ehm

, M
arch 2016, 256 

pages.

●
論
文

「
二
十
世
紀
日
本
語
詩
を
思
い
出
す
」『
現
代
詩
手
帖
』
思
潮
社
（
連
載
中
）　
第
五
八
巻
一
〇
号
（
連
載
第
七
）
二
〇
一
五
年
一
〇
月
　
一
四
八
〜
一
五
七
頁
、
第
五
八

巻
一
一
号
（
連
載
第
八
）
二
〇
一
五
年
一
一
月
　
一
三
八
〜
一
四
七
頁
、
第
五
八
巻
一
二
号
（
連
載
第
九
）
二
〇
一
五
年
一
二
月
　
一
三
八
〜
一
四
四
頁
、
第
五
九
巻

一
号
（
連
載
第
一
〇
）
二
〇
一
六
年
一
月
　
一
三
六
〜
一
四
二
頁
、
第
五
九
巻
二
号
（
連
載
第
一
一
）
二
〇
一
六
年
二
月
　
一
三
六
〜
一
四
三
頁
、
第
五
九
巻
三
号
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（
連
載
第
一
二
）
二
〇
一
六
年
三
月
　
一
三
二
〜
一
三
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
項
目
執
筆
　
大
東
亜
文
学
者
大
会
、
日
本
文
学
報
国
会
、
日
本
浪
曼
派
、
大
日
本
歌
人
協
会
、
辻
詩
集
、
安
西
冬
衛
、
細
雪
」『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
辞
典
』
吉
川
弘

文
館
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン

●
論
文

“U
nderm

ining the m
yths: H

abian’s Shintō  critique,” Jam
es B

askind and R
ichard B

ow
ring eds. T

h
e
 M

y ō
te

i d
ia

lo
g
u

e
s
: a

 Ja
p
a
n

e
s
e
 C

h
r
is

tia
n

 c
r
itiq

u
e
 o

f n
a
tiv

e
 

tr
a
d
itio

n
s, B

rill, 2015, pp. 36–42.

「
近
代
の
宮
中
儀
礼
：
天
皇
に
求
め
ら
れ
た
政
治
」
明
治
維
新
史
学
会
編
『
講
座
明
治
維
新
11
―
明
治
維
新
と
宗
教
・
文
化
』
有
志
舎
　
二
〇
一
六
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
問
題
提
起
：
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
」『
キ
リ
ス
ト
教
と
神
道
と
の
対
話
―
二
つ
の
宗
教
が
探
る
強
調
へ
の
道
筋
』
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
道
国
際
学
会
　

二
〇
一
五
年
一
一
月
　
一
七
〜
二
二
頁

“O
n Shintō ,” Jam

es B
askind and R

ichard B
ow

ring eds. T
h
e
 M

y ō
te

i d
ia

lo
g
u

e
s
: a

 Ja
p
a
n

e
s
e
 C

h
r
is

tia
n

 c
r
itiq

u
e
 o

f n
a
tiv

e
 tr

a
d
itio

n
s, B

rill, 2015, pp. 147–165.

「Japan R
eview

 

三
〇
号
を
む
か
え
て
（
そ
の
一
）」『
日
文
研
』
五
六
号
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
五
〇
〜
五
二
頁

“Yasukuni (Tokyo shrine to the Japanese m
ilitary w

ar dead),” John Stone et al. eds., T
h
e
 W

ile
y
 B

la
c
k
w

e
ll E

n
c
y
c
lo

p
e
d
ia

 o
f R

a
c
e
, E

th
n

ic
ity, a

n
d
 N

a
tio

n
a
lis

m
, 

W
iley B

lackw
ell, 2016

細
川
周
平

●
論
文

「
戦
前
日
本
の
ル
ン
バ
略
史
」『
現
代
風
俗
学
研
究
』
第
一
六
号
　
二
〇
一
五
年
　
三
〜
一
二
頁



98

“A
 literature m

oderna dos im
igrantes japoneses nos folhetins de jornais entre 1920 e 1930 ” (translation by Yuko Takeda P. de A

rruda), A
ndrea Yuri 

F
lores U

rushim
a, R

aquel A
bi-Sâm

ara &
 M

urilo Jardelino da C
osta, eds. 

M
o
d
e
r
n

iz
a
ç
ã
o
 
U

r
b
a
n

a
 
e
 
C

u
ltu

r
a
 
C

o
n

te
m

p
o
r
â
n

e
a
: 

D
iá

lo
g
o
s
 
B

r
a
s
il-Ja

p
ã
o, 

Terracota, São Paulo, 2015, pp. 43–68

“K
ey Tunes at the H

eart of Japan ’s Jazz A
ge: A

m
ericanism

 and its Indigenization, ” S
itu

a
tio

n
s, vol. 9 N

o. 1, 2016, pp. 49–64

「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
文
学
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」『
都
市
の
近
代
化
と
現
代
文
化
―
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
本
の
対
話
か
ら
』
ア
ン
ド
レ
ア
・
ユ
リ
・
フ
ロ
レ
ス
・
ウ
ル
シ
マ
、
ハ
ケ
ル
・

ア
ビ
サ
ッ
マ
ラ
、
ム
リ
ロ
・
ジ
ャ
ル
デ
リ
ノ
・
ダ
コ
ス
タ
編
　C

IA
S 

D
iscussion 

Paper 
N

o. 61

　
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
六
年
三
月
　

二
二
〜
二
八
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
い
の
ち
の
始
ま
り
の
寓
話
　
い
し
い
し
ん
じ
著
『
悪
声
』」『
新
潮
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
号
　
二
八
八
〜
二
八
九
頁

「
達
者
で
　
も
っ
た
い
な
い
語
辞
典
」『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
日

「
書
評
　
松
村
洋
著
『
日
本
鉄
道
歌
謡
史
　
全
二
巻
』
み
す
ず
書
房
」『
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・
レ
ビ
ュ
ー
』
第
四
一
号
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
五
日
　
三
頁

「
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
片
隅
に
生
き
て
―
家
族
の
肖
像
」
三
元
社
編
集
部
編
『
竹
村
民
郎
著
作
集
完
結
記
念
論
集
』
三
元
社
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
　
一
〇
九
〜

一
一
二
頁

「
近
況
報
告
」『
ブ
ラ
ジ
ル
俳
文
学
』
三
七
九
号
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
　
三
二
頁

「
達
者
で
」『
ふ
ろ
ん
て
い
ら
』
四
七
号
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
　
七
頁

「
Ｃ
Ｄ
解
説
　
ウ
ニ
タ
・
ミ
ニ
マ
『
世
界
の
縁
（
へ
り
）』」
二
〇
一
六
年
一
月

「
Ｃ
Ｄ
解
説
　
修
業
時
代
の
服
部
良
一
」『
ニ
ッ
ポ
ン
ジ
ャ
ズ
水
滸
伝
　
人
之
巻
』
二
〇
一
六
年
二
月
　
五
九
〜
六
二
頁

「
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
文
学
五
〇
年
の
筆
跡
」『
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
文
学
』
第
五
二
号
　
二
〇
一
六
年
三
月
　
一
五
〜
一
六
頁

“Japan M
eets the B

oss of the B
lues ”. T

h
e
 C

o
m

m
o
n

 R
e
a
d
e
r. A

 Jo
u

r
n

a
l o

f th
e
 E

s
s
a
y, W

ashington U
niversity in St. L

ouis, vol. 1/1, 2016, pp. 87–99
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松
田
利
彦

●
論
文

“L
es K

E
M

P
E

IT
A

I et l ’expansion du Japon im
périal à Taiw

an, en C
orée et en C

hine au début du X
X

e siècle, ” A
rnaud H

oute et Jean-N
oël Luc eds., L

e
s
 

G
e
n

d
a
r
m

e
r
ie

s
 d

a
n

s
 le

 m
o
n

d
e
, d

e
 la

 R
é
v
o
lu

tio
n

 fr
a
n

ç
a
is

e
 à

 n
o
s
 jo

u
r
s, Paris: P

resses universitaires Paris Sorbonne, February 2016, pp. 267–282

森
　
洋
久

●
著
書

『
増
補
改
訂
　
森
幸
安
の
描
い
た
地
図
』
日
文
研
叢
書
54
（
辻
垣
晃
一
と
共
編
著
）　
臨
川
書
店
　
二
〇
一
六
年
三
月 

　
四
六
四
頁

山
田
奨
治

●
論
文

「
解
題
『
パ
ク
リ
経
済
』
を
読
ん
で
」
カ
ル
・
ラ
ウ
ス
テ
ィ
ア
ラ
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
プ
リ
グ
マ
ン
（
山
形
浩
生
、
森
本
正
史
訳
）『
パ
ク
リ
経
済
　
コ
ピ
ー
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
す
る
』
み
す
ず
書
房
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
　
三
五
一
〜
三
五
六
頁

「『
誤
読
』
さ
れ
る
禅
」『
美
術
手
帖
』
二
〇
一
六
年
一
月
号
　
一
〇
六
〜
一
一
五
頁

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
五
輪
エ
ン
ブ
レ
ム
問
題
の
教
訓
は

―
パ
ク
リ
は
絶
対
悪
な
ら
ず
」『
京
都
新
聞
』（
朝
刊
）　
二
〇
一
五
年
一
二
月
五
日

「
コ
メ
ン
ト
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
？
（
２
）
エ
ン
ブ
レ
ム
　
業
界
と
社
会
『
常
識
』
に
ズ
レ
」『
朝
日
新
聞
』（
朝
刊
）　
二
〇
一
六
年
一
月
五
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　『
嫌
儲
』
が
非
難
の
境
目
」『
朝
日
新
聞
』（
デ
ジ
タ
ル
版
）　
二
〇
一
六
年
一
月
五
日

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
・
ポ
リ
シ
ー
事
情
」『
月
刊
Ｄ
Ｒ
Ｆ
』
第
七
四
号
　
二
〇
一
六
年
三
月
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マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン

●
論
文

“Von K
oshoro an O

m
a. A

nm
erkungen zum

 K
indlichen an G

estalt und Funktion ein es japanischsprachigen B
riefleins aus U

ebersee (17. Jh.), ” in: 

M
ichael K

inski, H
arald Salom

on, E
ike G

rossm
ann (ed.), G

eschichte der K
indheit und der K

indhe itsbilder in Japan. E
ine E

infuehrung, W
iesbaden: 

H
arrassow

itz 2015, pp. 191–213.

﹇
こ
し
ょ
ろ
の
カ
ナ
ぶ
み

―
書
状
に
反
映
し
て
い
る
近
世
の
幼
児
性
に
つ
い
て
（
子
供
の
教
育
と
じ
ゃ
が
た
ら
ぶ
み
と
の
関
連

を
明
ら
か
に
し
た
文
書
お
よ
び
記
録
の
分
析
・
解
釈
） 

独
語
論
文
集
『
日
本
史
に
お
け
る
幼
時
そ
の
も
の
お
よ
び
そ
の
表
彰
』
中
﹈　
二
〇
一
五
年
一
二
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
国
際
社
会
の
ア
キ
レ
ス
腱

―
『
廃
娼
運
動
』
と
ユ
デ
ィ
ト
た
ち
の
今
後
」
三
元
社
編
集
部
編
『
竹
村
民
郎
著
作
集
完
結
記
念
論
集
』
三
元
社
　
三
三
〜
三
六
頁
　

二
〇
一
五
年
一
二
月

劉
　
建
輝

●
論
文

「『
満
洲
』
幻
想
の
生
成
と
そ
の
消
滅
」
苅
部
直
・
黒
住
真
・
佐
藤
弘
夫
・
末
木
文
美
士
・
田
尻
祐
一
郎
編
『
日
本
思
想
史
講
座
５
―
方
法
』
ぺ
り
か
ん
社
　
二
〇
一
五
年

一
二
月

「
馬
礼
遜
的
『
英
華
字
典
』
編
纂
与
一
九
世
紀
初
在
華
新
教
傳
教
士
的
文
化
活
動
」（
傅
暁
と
の
共
著
）
東
北
師
範
大
学
日
本
研
究
所
・
外
国
語
学
院
編
『
外
国
問
題
研

究
』
第
二
一
八
期
　
二
〇
一
五
年
一
二
月

「
見
ら
れ
る
『
日
本
』
か
ら
見
る
『
日
本
』
へ
―
日
文
研
所
蔵
『
外
地
』
関
連
絵
葉
書
に
つ
い
て
」『
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
』vol. 08

　
平
凡
社
　
二
〇
一
六
年
一
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
帝
国
の
光
と
闇
へ
の
探
求
―
『
竹
村
民
郎
著
作
集
Ⅰ
〜
Ⅴ
』
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
」
三
元
社
編
集
部
編
『
竹
村
民
郎
著
作
集
完
結
記
念
論
集
』
三
元
社
　
二
〇
一
五

年
一
二
月


